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Vol.008 グアテマラにおけるマヤ文明の継承性 

過去から現在へと続く「生きた」文化の紹介 

 

グアテマラは古代マヤ文明の中心地として、世界にお

いて独自の地位を占めています。ユカタン半島からグ

アテマラ高地にかけて展開したこの文明は、インカや

アステカといった帝国的な統合国家とは異なり、統一

王朝を持たず、マヤ語を話す人々の都市国家文明とし

て独自の文化体系を築き上げてきました。この多様性

こそが、マヤ文明の最も特筆すべき点であり、今日グ

アテマラで息づく文化の源流となっています。 

 

古代マヤ文明の興隆と多様な都市国家群 

古代マヤ文明は、紀元前 2000 年頃に遡る先古典期か

らその起源を見ることができます。この時代には、既

に大規模な居住地や儀礼の中心地が形成され始めて

いました。紀元 250 年頃から 900 年頃にかけての古典

期は、マヤ文明の黄金時代として知られています。こ

の時期、グアテマラのペテン盆地を中心に、ティカル、

カラクムル、ナランホといった巨大な都市国家が興隆

しました。これらの都市国家は、高度な天文学、数学、

文字体系を発展させ、石造りの壮麗な神殿や宮殿を建

設しました。 しかし、これらの都市国家はインカ帝

国のような中央集権的な統治機構を持たず、外交、戦

争、婚姻関係などを通じて複雑なネットワークを形成

していました。ティカルとカラクムルのような大都市

国家は、時には同盟を結び、時には激しい戦争を繰り

広げ、勢力均衡を常に変化させていました。この競争

と交流の中で、各都市国家は独自の芸術様式や信仰形

態を発展させ、その文化的な多様性は、今日のグアテ

マラで見られる村ごとの民族衣装や言語の多様性に

つながる文化基盤を形成しました。 

マヤ文明は、紀元 9 世紀から 10 世紀にかけて、多く

の都市国家が放棄されるという古典期崩壊を経験し

ます。この原因については、環境の変化（干ばつ）、人

口増加による資源の枯渇、都市国家間の激しい戦争な

ど、複数の要因が複合的に絡み合っていたと考えられ

ています。しかし、文明そのものが完全に消滅したわ 

けではなく、人々は都市を離れ、高地やユカタン半島 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

へと拠点を移し、文化的な伝統を守り続けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石器が生み出した精緻な文化と民族衣装の文化価値 

マヤ文明は、インカやアステカと異なり、金属器を持

たず、石器や黒曜石を用いた文化でした。これは、建

築、彫刻、そして農耕に至るまで、すべての活動が石

器に依存していたことを意味します。この制約の中で、

彼らは驚くほど精緻な石造り建築や装飾的な織物と

いった高度な芸術工芸を発展させました。特に、布地

や文様、色彩は文化表現の重要な役割を担い、宇宙観

や歴史、信仰を象徴する媒体となりました。 この点

において、マヤとインカの文化は対照的です。乾燥し

た気候のアンデス高地で栄えたインカ文明では、古代

の織物が多数出土し、その色彩や技術を現代に知るこ

とができます。一方で、高温多湿な熱帯性気候のグア

テマラでは、有機物の保存が困難であったため、古代

マヤの織物や布地はほとんど残されていません。しか

し、古代マヤの織物文化は、絶えることなくグアテマ 

ラの民族衣装へと受け継がれてきました。特に、女性

ネクストブレイク的に今はあまり知られていない、街や

地域をご紹介するコーナーです。観光客があまり訪れる

ことのない魅力的な地を旅することは、旅本来の旅の楽

しみ、醍醐味を教えてくれます。 

ティカルのピラミッド 
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が着用するウィピル（頭から被る刺繍布の貫頭衣）は、

現代グアテマラにおけるマヤ文化継承の最も視覚的

な証拠です。ウィピルに施される幾何学文様、動植物、

そして宇宙的なシンボルは、古代マヤの宇宙観や神話

と密接に結びついています。村や共同体ごとに異なる

文様や配色が使われ、それは単なる衣服ではなく、共

同体としてのアイデンティティーや歴史を物語る「着

る歴史書」のような役割を果たしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代に息づくマヤの精神：言語、信仰、そして儀礼 

グアテマラは、現在に至るも 20 を超えるマヤ系言語

が話され、先住民人口は全体の 4 割以上を占める、マ

ヤ文化伝承の地です。特に高地の村落社会ではマヤ語

が生活の基盤をなし、村の⾧老たちは古代からの知識

や歴史を口頭で伝承しています。聖なる山や洞窟にお 

ける祈祷、儀礼などは、古代マヤの宇宙観や神々への 

信仰を現代に伝えています。これらの信仰は、スペイ

ン人の到来とともに持ち込まれたカトリックと融合

し、独自のマシモン信仰やシンクレティズム（習合）

を生み出しました。 この融合は、マヤの伝統が外部

の文化を柔軟に取り入れながらも、その本質を失わず

に生き残ってきた証しです。チチカステナンゴやアテ

ィトラン湖畔のサンティアゴ・アティトラン村などで

見られるマシモン（聖人マシモン、またはリバスとも

呼ばれる）への崇拝は、マヤの神とキリスト教の聖人

が結びついた特異な例であり、マヤの精神が現代に息

づく姿を象徴しています。 

 

マヤの史跡観光と文化の融合：持続可能な観光の課題 

ジャングルの中にそびえるティカルの神殿群は、世界

遺産にも登録されており、マヤ文明における都市国家

の壮大さを物語る最高峰の遺跡です。このティカルへ

の訪問は、マヤ文明の過去の栄華を肌で感じさせてく

れます。しかし、グアテマラの魅力は遺跡だけにとど

まりません。アティトラン湖の周辺に点在する 13 の

村々を訪れることで、マヤ文明の「過去」と「現在」

が一体となった独自の文化観光を体験できます。 

サンタ・カタリーナ村やサンティアゴ・アティトラン

村など、それぞれの村が異なる民族衣装をまとい、独

自の文化を守り続けています。また、湖畔から離れま

すが、先住民の暮らしが色濃く残るチチカステナンゴ

も、マヤ文化を象徴する場所です。木曜日と日曜日に

開かれる市（マーケット）では、色鮮やかな民族衣装

を身につけた人々が行き交い、古代から続くマヤの生

活様式と商習慣が現代に息づく光景が広がります。 

このような「生きた」文化は、観光客にとって大きな

魅力である一方で、持続可能な観光戦略を意識するこ

とが不可欠です。伝統の真正性を損なうことなく、文

化が商業主義によって俗化されることを防ぐため、地

域コミュニティの主導権を尊重し、観光収入が住民の

生活向上に繋がるような仕組みづくりが求められて

います。グアテマラが持つマヤ文明の過去と現在を結

ぶこの貴重なデスティネーションを、いかにして未来

へと継承していくか。その課題への取り組みこそが、

グアテマラにおけるマヤ文化の真の継承性を示す鍵

となり、ツアー企画をしていく上で十分な配慮のもと、

他の地域では見られない魅力的なツアーを造成して

いきたいものです。 

ウィピルと呼ばれる貫頭衣 


